
原 町 区 地 域 協 議 会 委 員 提 言 内 容 一 覧 (18年度協議分)

一ｍ 提1出月1日 提1言の内容 要 1旨 || 1担1当1課 現在|の1状況|(提 1言1当時) 躍鸞鶴謂 進1捗状1況

1 H18.6.8
区内小中学校
の楽器の整備

区内小中学校のマーチングバンドや吹

軍書]曇量業をili量拿會岳言堡ζ
や修繕をする必要がある。

学校教育課 楽器の整備が望まれている。
H18.10.5
意見書提出

自治振興基金を活用
し、小学校音楽教育楽
器整備事業 835千
円、中学校音楽教育楽
器整備事業 9,165千
円を予算化し、整備済
み。

０
ろ H18.6.8

地域づ くり協
議会の設置

市民の 「まちづくり」に対する意識が

乏しい。生涯学習センターは各種団体

に対する指導力を発揮 し、まちづくり

貫[lJ         言[[
乗効果があり良案である。

総務課

(仮称)地域づくり協議会は
自治振興室で検討中であり、
懇談会において、参加者と意
見交換をする予定である。

H18.10.5
意見書提出

平成 19年度に要綱を
制定し、支援を行つて
レ`る。

3 H18.6.12

市民文化会館
(ゅ め は つ

と)運営の発
展に係る人材
の登用

文化会館の発展のためにも,企画力、

央とのつながりを持つた優れたスタ

フの登用が必要である。

中
文化スポーツ課
(文化振興事業団)

チケ ッ トを完売できず、売れ

残 りが生 じている。

H18.11.21協 議
終了 (地域協議会
での協議にはなじ
まないため、意見
書は取 りまとめせ
ず。 )

＼

4 H18.6.8
雇用の場の確

保

地元企業の倒産や リス トラなどで働く

場所を失い生活が困窮 している家庭

や、高校を卒業しても地元で就職でき

ない高校生がいるので、雇用の場を確

保する必要がある。

商工労政課

・ 市 長 の トップ セ ー ル ス

(2ヶ 月に 1回 )
。東京で開催 される企業立地
セ ミナー に参加 し、 PRを
行つている。

H18.11.21協 議
終了 (提言内容は
重要なため、区長
よ り担 当課 に伝
達。意見書は取り
まとめせず。 )



L 提出月■ 提言の1内容 要■|■旨 担当1課 1嘘1機|の1状‐″|(提言‐当時) 装響覺炒倉1鍵1奮曽 進1捗状1況

5 H18.6.8
中心市街地の

活性化

中心市街地の活性化が叫ばれている

雀濡黎婦慰需碁垢僣蓬屋苺言:桂真磐
の整備を図る必要がある。

商工労政課

中心市街地及び駅前地区の活
性化を図るため、庁内に中心

市街地等活性化ワーキンググ
ループを立ち上げ、調査、研
究を行っている。今後は市民
委員会を設置し、中心市街地
等活性化のための具体的方策
と役割について調査研究を行
う予定である。

H18.H.21協 議
終了 (提言内容は
区長より中心市街
地活性化対策委員
会に伝達。意見書
の取 りま とめせ
ず。 )

ヽ

＼

＼
＼

＼

6 H18.6.30
南相馬市長杯
の開催

区内の文化・芸術・スポーツ団体等

の活動を推進 し、活動人口の拡大を図

るために市長杯を開催する。

生涯学習課

スポーツ部門について市長杯
の開催は現在のところ下記のとお

りである。
・野球大会  ・ダブルス大会 (テ
ニス) 。ソフトボール大会  ・
グラン ドゴルフ大会  ・バ レー
ボール大会  ・少年サッカー交流
大会  ・サーフィン大会
文化 。芸術部門では、スポーツ

部門のように競 うことで技術のレ
ベルアップを図ることが目的では

ないので冠大会は開催 していない

が、市長賞を贈つた実績が過去に

数件ある。

H18.H.21協 議
終了 (既に実施す
べきものは実施さ
れ、未実施のもの
については一体化
がなじまないもの
であることから、
意見書の取 りまと
めせず。 )

7 H18.7.3
子育て支援 に

係 る公園の整

備

辱F新認詳ポ′たイ継 Ъ籠5雀蓬
れて行っている。子育て支援のために

も、区内に全天候型の公園の設置を希

望する。

都市計画課
男女共同こども課

次世代育成支援行動計画に反
映すべく計画策定中である。

H18.11.21
意見書提出

平成 25年度に「わん
ぱくキッズ広場」を設
置済み。

8 H18.6.29

大甕南部地域

に 循 環 タ ク

シー を運行す

る。

大甕地域は交通の便が悪く、生活交流
の場でもある小高区への往来や市立総

兌煽「稽呉ワ

'5茎

看窪暮t嵩蘇薯曇
の交通手段を確保すべきである。

企画課

市全体の交通課題を解決する
ため、庁内に南相馬市総合交
通基本方針策定ワーキンググ
ループを立ち上げ、検討を行
なつており、その検討結果を

関係団体等から選出された委

員で構成する南相馬市総合交
通検討委員会で協議 し、総合
的な交通施策の基本方針案を

作成する予定である。

総合交通の基本
方針がまとまつた

時点で再協議する
た め 、保 留 とす
る。

公共交通活性化協議
会を設置して基本計画
を策定し、平成 21年
度から実証実験として
「おだか e―まちタク
シー」を原町南部エリ
アに拡大運行し、平成
22年度からは、本格
運行をしていた。今後
は震災の復興状況を見
極めながら再開につい
て検討していく。



原 町 区 地 域 協 議 会 委 員 提 言 内 容 一 覧 (19年度協議分)
L 提出年月日 提言の内容 要 旨 担当課 現在の状況 (提言当時)

地域協議会の方針
(意1見書の提出)

進捗1状況

1 H191

高速度情報ネ ッ ト
ワー クの利用推進
と、コンテンツの充
実について

市民アクセス網や光ファイ
バー等の設備は整いつつある
が、利用者はあまり多くない

ため、
①市内全域、最低 8mbps
の帯域保障した情報網の整備
②情報インフラに見合つた情
報の提供
③使いやすいハー ドウエアと

利用料金の低減
を目指し、利用の促進を図
る。 (利用者が利用しやすい

状態を目指す。 )

情報政策課

市民アクセス網や光ファイ
バー等の設備は、ある程度
整いつつある当地ではある
が、利用者は現実的には多
くない。積極的に利用した
くなるような、利用価値を
感ずるような「中身」が不
足しているし、機械操作に
対して忌避する人もいる。
ホームページの利用も図ら
れているが、利便性には疑
間が残る。

H19.9.12協 議終了
(専門性の強い内容
であり、協議にそぐ
わないとの理由で、
提言者が提言を取り
下げた。 )

2 H19. 1.
地域協議会だよ

発行について

現在、地域協議会の活動内容
を周知する手段として、市の

ホームページに開催概要を掲
載しているが、より多くの市
民に地域協議会の活動内容を

周知するために「地域協議会
だより」を発行し、住民参加

型の市政を目指す。

総務課

地域協議会の活動内容を市
民に広報する機会と手段が
無い。
結果、協議会に対する認知
度が低い。

H19.5.23協 議終了
(地域協議会における
活動内容等について
は、市のホームページ
に掲載しているほか、
広報みなみそうまにも
掲載するので、しばら

くはその様子を見ると
の結論に達し、意見書
の取りまとめはせ

ず。 )



ヽ 提出年月日 提言の内容 要 旨 担
‐
当課 現在|の状況|(提言当時)

地域1協議1会の方針
(意1見書の提出)|

進捗状1況

3 H19. 1

市広報メールサー ビ

ス (メ ールマガジン

南相馬)の発行につ
いて

市政に関する情報を広報紙で

得ることができない人のため

に、携帯電話やパソコンに定

期的にメールを送信すること

により、確実に情報を伝達す
ることができる状態にする。

秘書課

情報を得る手段として「広

報みなみそうま」、「南相
馬市ホームページ」、「ポ
スター、パンフレット」が

挙げられるが、これらの手 .

段では情報を得ることがで
きない人もいる。

H19.7.4
意見書提出

当面は「南相馬市緊急情
報等メールサービス」の

更なる加入者拡大に努め
ると共に、市民の行政情
報に対する需要や、他の

情報提供手段と併せて、
費用対効果においても最
適な方策について検討を
進めていく。

4 H19.
ゆめはつと掲示板の

設置について

ゆめはつとで開催される催事
の内容を周知する手段が不十

分であるため、ゆめはつとの

近くやポケットパークに掲示

板などを設置し、広く市民に

周知することにより、ゆめ

はっとを利用しやすい状態に

する。

文化振興事業団
〈指定管理者 )

オープン当初以来、一貫し
て「催し物」の内容を外に

掲示するシステムが不十分
との不満が絶えない。
ポスターや日程表が日頃市
民が目にする場所に無い。

H19.5.23協議終了
(地域協議会での協
議にはなじまないた
め、内容等について
は、意見書の取りま
とめはせず。 )

＼

＼

5 H19. l

街角マ ップ (野馬追
の里マ ップ)の作成
について

各店の名物商品や町並みの説

明などが記載されている街角
マップを作成し、原町区を訪
れた方が、まちなかを楽しく

散策できるようにする。 (参

考 :三春町めぐり)

観光交流課

市、商工会議所でマップを
製作しているが、道案内的
なマップに 感じられ、店
名、地名、道順のみのマッ
プでは情報不足ではと感じ
る。

H19.7.4協議終了
(マ ップの作成は既
に取り組んでおり、
改めて意見書を提出
するまでもないが、
担当課には更なる努
力を望むとの結論に
達した。 )

｀
＼、

＼

＼
ヽ

＼

＼



R 提1出年月 Fl 提言|の1内1容 要 旨 1担当課 現在
―
の状1灘|(提言当1時)

地域協議1会|の方針
|(意‐見書|の1提出).

進捗状1況

6 H19.2.13
男性ボランティアの

育成について

原町区では現在、13の ボラン

ティア団体が活動している
が、加入しているほとんどの

方が女性である。男性が加入

することにより活動範囲も広

がると思われるので、団塊の

世代の退職者を中心にボラン

ティアを育成し、社会奉仕活
動への参カロを促す。

総務課

20年ほど前にボランティア

育成講座が開講され、その

受講者の中からボランティ
ア団体が生まれ活動を開始
した。
それ以前からあつた団体も
含めて原町ボランティア協
議会として、現在 13団体が

活動しているが、ほとんど
が女性である。

H19.8.8
意見書提出

市民活動サポー トセン
ター、並びに社会福祉協
議会と連携 し、仙台市の
シニア活動支援センター

等の活動を参考にしなが
ら、ボランティア育成の
ための支援について協議
を進めていく。

7 H19.2.13
高齢者の健康維持と

体力増強について

現在開催しているパワーリハ

ビリテーションは参加要件や

人数、開催場所の関係で、長
期に受講することはむずかし
い状況にある。高齢者が身近
なところで適切な指導を受け
ることにより、健康が維持さ
れ、体力も増強できるよう
に、市がインストラクターを

採用し、生涯学習センター

や、行政区、老人会などで指
導し、多くの高齢者が受講で

きる体制を整える。

長寿福祉課

現在は希望によつてパワー

リハビリテーションの受講
ができますが、人数、開催
場所などの関係で、長期の

受講は難しい。

H19.8.8
意見書提出

介護予防の観点から、身
近なところで成人から高
齢まで継続的に取り組む
ことができるよう検討す
る。
なお、南相馬市健康福
祉総合計画の策定にあた
り、「指導者養成」ある
いは「指導者の登録制
度」などによる地域での

高齢者等の健康づくり支
援について、計画に盛 り
込めるよう関係課と協議
し検討する。



L 縁||1年早EI 提言の1内容
要鷲 担1当課

|■,■
■   ‐■

1現在|の状況●(提言当時) 警響脅馨:な縫傷貫 進捗1状1況

8 H19.6.4

災害時の情報入手手

段として「市庁舎
電波発信基地」の設

置について

市庁舎へ電波発信基地と電源

供給の為の自家発電を強化設

置し、災害時には随時、災害
の現状や規模等の情報を電波

発信して情報を流し、市民の

安心安全につなげる。

危機管理課

災害時における情報発信に課題
がある。
なお、法律上、行政が放送設備
を持ちラジオ放送することはで

きない

H19.9.12協 議終了
(各地区には自主防
災組織があり、災害
発生時には地区内の

住民に情報が周知で
きる体制にはある
る。民間のコミュニ

ティFM放送局との
連携ということも考
えられるが、コス ト
がかからないような
システムが出てきた
ときに再考するとい

う結論に達し、意見
書のとりまとめはせ
ず。 )



原 町 区 地 域 協 議 会 委 員 提 言 内 容 一 覧 (20年度協議分)
No 提出年月

1日 提書の内
‐
容 要1旨 担当1課 社獲わ1状況|(提言1当 1時) 電鸞魏鯖 1進1捗状1況|

1 H20.1.16
生涯生涯学習セン

ターの開放について

生涯学習センターの一部を開放
し、自由に利用することによ

り、子どもの仲間づくりや保護

者の情報交換に役立つようにす

る。

文化スポーツ課
生涯学習課

未就学児やその保護者が
いつでも気軽に集える場

所が少ない

H20。 11.13

意見書提出

他の団体等も使用し
ており、毎日、独占
的に利用することは
難しいことから実施
せず。

2 H20.7.15

スポーツセンターの

玄関スロープ改善に
ついて

スロープを延長するとともに表

面を滑らないように改修し、車

椅子の利用者が安全に利用でき

るようにする。

文化スポーツ課

スポーツセンターの玄

関スロープが急勾配な
ため昇降に大変苦労し

ており、雨天時にはタ
イル面が滑るという二

重の危険がある

H20.8。 22

協議終了
(20年度改修実
施)

平成 20年度工事
済

l

3 H20.8.22
企業誘致の推進につ

い■〔

企業の誘致を推進するため、企

業が設立しやすい環境を整備
し、プロジェクトチームを立ち

上げるなどして企業誘致を推進

し、若者やUタ ーン希望者の就
職先を確保するとともに、市全

体の経済力の底上げと活性化を

図る。

商工労政課

市内では既存企業の移
転、縮小、倒産が続いて

おり、誘致された企業も
ほとんどないことから、
高校卒業者やUタ ーン希
望者には就職先がない現
状である。

H21.1。 14

意見書提出

企業誘致担当理事の

配置とともに、工業
団地造成等実施中。



No 提出年1月‐日 提言の内容 要情 ‐岬半‐議 記在‐の1状況‐.(提言当時)
地域協議会の方針
|.(意 1見1書の提出) 進捗状況

4 H21. 1.10

市民文化会館 (ゆめ

はっと)の有効利活
用について

市民文化会館は、市民が恩恵を

受けるべきであり教育的にも利

用価値が高いことから、市文化

振興事業団の自主事業や各催事

開催以外の日や夏休み期間中等

において、児童・生徒を対象に

安価な利用料金体系を設置す

る。

文化スポーツ課

市民の財産である市民文

化会館が高額な利用料が

設定されているために

市内の小 。中学校に通う
児童・生徒は容易に利用
することができない。

H21.2。 15

意見書提出

小中学校による使用
は全額減免、クラブ
による使用は 1/2
減免としている。



原 町 区 地 域 協 議 会 委 員 提 言 内 容 一 覧 (21年度協議分)
ヽ 提出年月 日 提言の1内容 要言 担当1課 現在の1状況 (提言当‐1時 )

地域協議会の方針
|(意見‐書の1提出‐)|

進捗状況

1 H21.9.30

大甕小学校・幼稚園

通学路の歩道を設置
し、児童・園児が安
全に登下校できる環

境の整備

大甕小学校・幼稚園通学路の歩

道を設置し、児童 。園児が安全

に登下校できる環境の整備を図

ること。
歩道の設置箇所については、雫

字上江の福島日産自動車原町店

前Y字路から大甕小学校前を経
由し大甕字森合の交差点までと

する。また、特にシマ商会西側

付近の土地は道幅が狭くもつと

も危険であることから、用地取

得及び法面の急斜化も検討し整

備を図ること。

土木課

大甕小学校及び大甕幼
稚園の登下校の通学路
には独立した歩道がな
く、かつ、一部分では

車両が交差する道幅す
らないため、児童及び

園児が安全に登下校で

きるよう、上江の国道
6号からの分岐箇所か
ら塔場下、小学校前、
十日建、日祭神社前、
舘経由で国道 6号に出
るまでの区間に独立し
た歩道を設置し、児童
及び生徒の安全を確保
する必要がある。

H21.11.12
意見書提出

H22実施済み

つ
ろ H21.9.30

国道 6号沢目交差点
の県道及び市道の早

急な拡幅と変形交差
点の角早Y肖

国道 6号沢目交差点の県道及び
市道の早急な拡幅と変形交差点
の解消を行 うべく、関係機関に

働きかけること。
また、当面の安全対策として、
2分対 30秒の信号機の時間を
1分対 30秒等に変更するな
ど、渋滞解消に向けた取り組み

を実施すること。

土木課

国道 6号沢目交差点付
近は原町区中心部から

国道 6号に至る陸橋が
完成し、かつ、大型店
舗が多数出店し、以前
と比較にならない程、
交通量が増大し渋滞と
なつており、非常に危
険であることから、交
差点の渋滞を解消し安
全通行を確保する必要
がある。

I121.11.12
意見書提出

H22実施済み
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H21.8.20
市民文化会館駐車場
の増設について

県大会等の催しに支障が出な
いよう、駐車場西側部分に大型
バス用駐車場を確保するととも

に、 2～ 3階建ての鉄骨造駐車
場を建設する。

財政課

大型バスの駐車場が

無く不便 (県大会等)
であるとともに、常
時、文化センターの利
用者で 30%程 度を占
めており、文化会館で

催しものがある場合、
必ず相当数分の車両の

駐車が不可能となつて
いる。

I122.2.17
意見書提出

建築基準法の問題から実
施せず。
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1 提言なし

，

“



原 町 区 地 域 協 議 会 委 員 提 言 内 容 一 覧 (25年度協議分)
一ｍ 提出年月日 提言の1内1容 要旨 担1当課 現在|の状‐況 |.(提言1当1時) 製1響覧馨倉1鍵菫1撃 進捗状況|

1 H25。 7.10
市道等への海抜表示
の設置

津波被害が想定される地域に

は、災害発生時に備え、海抜表

示の設置を進めること。また、

設置が完了した際には、ハザー

ドマップに海抜表示を図示する

こと。

危機管理課

国土交通省では、国道
6号に 72箇所を設置
し、自治体にも設置要
請しているが、県内自
治体はすべて未着手で
ある。

H25。 11.19

意見書提出

国・県とも調整を図り
ながら、計画的に道路
施設等に海抜表示シー

トを設置していくとと
もに、ハザー ドマップ

掲載を検討していく。

2 H25.10.30
パーセント条例の制
定について

市民が自らの税金の使途を選ぶ

ことができるパーセント条例の

仕組みを導入することにより、

市民の市政への関心を高めるこ

とが期待できることから、復
旧・復興を力強く進めるための

土台づくりの一環として、パー

セント条例について原町区のみ

ならず市全体として導入の検討
に取り組むこと。

総務課

市民参力日型の補助金採
択制度はなく、南相馬
市の復旧・復興を進め
ていくためにも市民参
加を促進する必要があ
る。

I126.1.23

協議終了
意見書として提出
せず。
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